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行動計量学会の更なる発展を願いつつ 

－名誉会員に推薦いただきまして－ 

池田 央  
 

 「光陰矢の如し」とはよく言われる言葉ですが、

本当に時の経つのは早いものです。新しい行動計量

学会の会員名簿ができて、それを見ますと、並み居

る大先生に混じって、名誉会員の一人に私の名が加

わることになりました。名誉会員にしていただいた

ことは有難く、名誉に思うことではありますが、歳

を重ねるだけで、その間私は何をしていたのだろう

かと考えると、内心忸怩たる思いで一杯です。 
 最初柳井晴夫氏などと数人のグループから始めた

多変量解析の研究会から、さらに 4 回ほどの行動計

量学シンポジウムの開催を経て、われらが師と仰ぐ

林知己夫先生を擁して日本行動計量学会が発足した

のが、1973年秋でした。爾来三十有余年が経ちまし

たが、その間、私は 1980~1983 年の間は肥田野直編

集長、続いて 1983～1985 年には野元菊雄編集長の

下で和文誌編集幹事長を、そして 1994～2000 年に

は学会誌編集委員長を務めさせていただきました。

また、1978 年の第 6 回大会と 1998 年の第 26 回大

会は私の勤務校であった立教大学で行なうことが出

来ました。これもひとえに私の周りにおられた多く

の方々の支えがあったからできたことで、改めてお

礼を申し上げたいと思います。 
 いま、改めて行動計量学の創刊号を読み返して見

ますと、そこで私は「行動社会科学としての行動計

量学」として、当時盛んになりつつあったいわゆる

人文社会科学系での数量的アプローチの動向と、学

際的研究の重要性を展望しておりますが、その動き

は、情報通信技術（ICT）の驚異的な進歩に支えら

れて、確実にそして着実に発展してきたように思い

ます。この学会からも、世界を舞台に活躍しておら

れる多くの研究者が輩出しておられ、われわれの誇

りとするものであります。数多くの頼もしい若い人

たちの出現も見られ、そういう意味でも私はこの学

会に大きな希望と期待を持っております。 
 ただ、年齢を重ねてまいりますと、いままであま

り周囲の社会的環境や日本的風土といったものに関

心がなかったものが、どういうわけか気になってま

いります。たとえば、テレビで報じられる一見科学

的に見える捏造記事、それを信じたがために商品が

出払って、製造が間に合わないとか、あるいは不都

合なデータは出来る限り公表を避け、事故が起こっ

て始めて明るみに出るという風土、それも事故発生

原因を確かめ、その対策を優先するのでなく、責任

追及の方に矛先が向かうために、いちばん肝心な安

全対策がないがしろにされる状況など。計量的アプ

ローチが伸びていくためには、こうした統計を越え

た周囲の社会的な壁を取り除くことが大きな課題に

なるのではないか、という気がしています。 
日本人は、情緒豊かな伝統をもち、感動させる詩

歌や美に対して優れた鑑賞能力と理解力を持ってい



 
日本行動計量学会会報 第 111 号                                              2006 年 12 月 1 日 

 2

ます。しかし、われわれの扱う考え抜かれた調査や

数値の並びにもそれに勝るとも劣らない情報の山が

秘められているはずです。それは豊かな言語の一つ

であること、それが持つ情報をいかに他人に伝える

ことが出来るかということが、言語としての豊かさ

に繫がることであることを忘れないでいたいと思い

ます。いうなれば、日本人全体のデータ・リテラシ

ーをどう高めるか、そしてデータをみんなが共有で

きる公共財産として話題に出来るようにすることが

できるか（データ・アーカイブの設立）、そうすれば、

本学会員の活躍できる場所はもっと大きく広がって

いくに違いありません。皆様方のご健闘ご活躍をお

祈りいたします。(いけだひろし 教育測定研究所) 
 

訃 報 

本学会の名誉会員で元国立国語研究所長の野元菊

雄先生が、2006 年７月 31 日、肺炎のため入院先の

東京都目黒区の東邦大学大橋病院で逝去されました。

享年83歳でした。野元先生は1982年に第10回大会

の実行委員長を務められ、2004年には林知己夫賞(功

績賞)を受賞されておいででした。謹んで追悼の意を

表します。 

 

 

日時： 2007 年９月２日（日）～５日（水） 

場所： 同志社大学京田辺キャンパス 
総会議事録から日程が変わりました。ご注意下さい。 
 第 35回大会実行委員長 

  同志社大学 村上征勝 
 

 

研究部会募集 

日本行動計量学会では、研究活動の活性化をはかる

ため、研究部会を設け、活動経費の助成を行ってい

ます。研究部会には、一定地域での研究推進活動や

研究普及活動を主な目的とする地域部会、および、

オリジナリティーに富んだ研究成果を挙げることを

目的とする研究グループがあります。活動経費は、

地域部会については1部会上限5万円程度、研究グ

ループは1部会5万円（採択件数は優れた研究計画

若干）です。地域部会については、都心部から東京

近郊までを主たる活動地域とする部会を考えており

ません。平成19年度の研究部会の募集を下記要領で

行います。なお、採否の審査結果は、4 月初旬にお

知らせする予定です・ 

○提出書類（下記の内容を電子メールにてお送りく

ださい。）： 

(1) 地域部会：研究部会名，代表者，参加予定者（会

員，非会員別），助成希望金額，活動予定（この順序

で書くこと） 

(2) 研究グループ：研究部会名，代表者，参加予定

者（会員，非会員別），研究計画，活動予定（この順

序で書くこと） 

○応募締切：平成19年1月19日（金）必着 

○送付先（問合せ先）： 

日本行動計量学会運営員会委員長 

菊地賢一 kikuchi@is.sci.toho-u.ac.jp 

なお、研究部会に関する規約は Web ページ

（http://wwwsoc.nii.ac.jp/bsj/bukai/bukai.pdf）

をご参照ください。 

 

春の合宿セミナーのお知らせ 
 毎年恒例の「春の合宿セミナー」を下記の要領に

て開催します。ふるってご参加ください。概要は以

下のとおりです。場所は、八王子セミナーハウスで

とても緑豊かな空間であなたも統計学を学んでみま

せんか? 行動計量学会の若手が主体となって、最新

のソフトウェアの主として、データ分析方法の応用

に携わっている大学院生・学部上級生、社会人の方

を念頭に、データ分析技術の動向と利用方法を実践

的に解説します。 

                             記 

日  時: 2007年3月30日(金) ～ 31日(土) 

 場 所: 八王子セミナーハウス大学院セミナー室・

さくら館研修室（全館禁煙） 

講習内容:  

トラック A: 統計分析ソフトウェアによるデータ分

析の実際 

トラックB: データ分析とモデリングの基礎 

詳細は http://www.bsj-spring2007.net/ をご覧く

ださい。 
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皆様のご参加をお待ち申し上げております 

ISM オープンフォーラム第 11 シリーズの紹介 
   統計数理研究所では，毎月1回，分野を選んで先

端的統計科学の応用成果を具体的に解説するISMオ

ープンフォーラムを開催しております。さまざまな

人的交流が生まれればと期待しております。 

 ３回を一つのシリーズとして構成され，その第11

シリーズは下記の要領で行います。今回は社会調査

の実務に関わっている方や研究者の方を主な聴衆と

想定したシリーズです。特に手続きはいりません。

お気軽にご参加下さい。 

 照会先 

 統計数理研究所 前田 忠彦 

 E-mail: maeda@ism.ac.jp 

 http://www.ism.ac.jp/meetings/openforum.htm 

 第１1シリーズ - 2007年1月～3月 

 「国民性と調査法の研究」 

1月～3月 総合コーディネーター：前田忠彦（統計

数理研究所・助教授） 

場所はいずれも，統計数理研究所 講堂 

 http://www.ism.ac.jp/access/index_j.html 

第1回  

日  時: 2007年 1月26日（金）18:00～19:30 

 講 師: 中村 隆（統計数理研究所） 

題 目: 調査法の基礎としてのサンプリング 

 概 要: 標本調査理論の基礎的なことを説明し、母

集団の一部から母集団の 特性値を知るには、サンプ

リングによるしか方法がないことをあらためて強調

する。 

 第2回  

 日  時: 2007年 2月23日（金）18:00～19:30 

 講  師: 前田忠彦（統計数理研究所） 

 題 目: 調査における誤差の評価と調査法間の比較

実験 

 概  要: 前半では調査における精度管理や誤差の

評価に関する話題に触れる。後半では郵送調査と面

接調査の比較など，複数の調査法間の比較実験を行

う研究例を紹介し，調査を通じて得られる情報につ

いて再考する。 

第3回 

日  時: 2007年 3月30日（金）18:00～19:30 

講  師: 土屋隆裕（統計数理研究所） 

題  目: 調査における匿名性と間接質問法 

概  要: 間接質問法を用いた調査など、いくつかの

結果を紹介し、匿名性が調査結果に与える影響につ

いて考察する 

統計関連学会連合大会チュートリアルセミナ

ーのテーマ応募のお知らせ 
2007年の統計関連学会連合大会の企画委員会は、現

在2007年の大会におけるチュートリアルセミナー

のテーマを募集しています。現在のところ応募にあ

たって、テーマ以外に、希望する講師、提案の概要

と理由をあげていますが、どの方を講師として希望

すればよいかわからない、あるいはセミナーの内容

を具体的に示せないなどでお困りの方もあろうかと

存じます。今般、応募条件を変更し、「希望するテー

マ」だけでも受け付けさせていただきます。この変

更に伴い、WEBの募集記事を変更いたしました。皆

様のご応募をお待ちしています。 

連合大会企画委員会委員長：狩野 裕 

連合大会企画委員、チュートリアルセミナー責任担

当：上坂浩之 

応募方法 

    応募締切: 2007年1月31日(水) 

    応募内容: 応募者氏名、テーマ 

    （可能な場合のみ：希望する講師と所属、内容

の概略など） 

    応募先  : 上坂浩之 (日本イーライリリー) 

E-mail:  taikai_kikaku07@jfssa.jp 

 

日本行動計量学会第34回大会 総会 議事録 

日時 2006年 9月 13日 11時 40分～12時 40分 
場所 聖学院大学チャペル 
記録 吉野諒三(事務局)  

 
1. 開会の辞 
事務局・吉野の司会で総会が開始された。  

2. 大会開催校代表挨拶 
阿久戸・聖学院大学・学長よりご挨拶があった。        

3. 学会挨拶 
飽戸・行動計量学会・理事長よりご挨拶があった。 

4. 議長選出 
埼玉大学松本正夫会員の推薦があり、承認された 

5. 報告及び議事 
(1) 平成 17年度事業報告および決算報告  

 前年度の理事会を代表して、馬場事務局長より事

業報告と決算報告が行われた。次いで、柳原監事よ
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り決算報告の監査が特に問題なくなされた旨の報告

がされ、承認された。   
 (2) 平成 18年度事業計画及び予算案  
 吉野事務局長より、本年度の事業計画案および予

算案の説明がなされ、承認された。  
 (3) 名誉会員選考委員会 
 岩崎委員長により、野元菊雄名誉会員の逝去のお

知らせがあり、冥福を祈った。池田央会員を名誉会

員として推薦することが審議され、承認された。    
 (4) その他 
 ・社会調査士認定機構との連携については、岡太

理事より、これまでの経緯の概要が説明され、さら

に法人化に向けて検討が進められていることが報告

された。 
6. 学会賞授与 
岡太学会賞選考委員会委員長より、本年度の選考の

経緯、および受賞者の選考理由の説明があり、以下

の会員にそれぞれの賞が授与された。 
 受賞者 功績賞 古川俊之会員（当日は欠席） 

優秀賞 北條弘会員と鄭躍軍会員 
     奨励賞 城川美佳会員と中山厚穂会員 
7. 次期大会開催校代表挨拶 
村上征勝・次期大会実行委員長(同志社大学より

挨拶があり、第35回大会は2007年9月17日から

20日ごろ、京田辺キャンパスで開かれる予定である

ことが報告された。 

8. 大会実行委員会 

 丸山久美子 委員長（聖学院大学）より、ご挨拶と

大会の進行状況が簡単に説明され、また同日夕方の

懇親会の案内がされた。 
9. 閉会の辞 
 事務局・吉野が閉会を告げ、終了した。 
 

日本行動計量学会 

平成18年度 第4回理事会 議事録 

日時：2006年9月12日（火） 18：00～20：30 

場所：聖学院大学 5303教室 

出席： 飽戸，馬場，岡太，柳井，森，足立，木村，

前田，山岡，丸山，菊地，岩坪，杉山，林篤裕，柳

原､狩野，繁桝，植野，大津，鈴木，林文，吉野，今

泉 

記録 前田忠彦・山岡和枝 

 

議事 

1. 第34回大会について 

 丸山大会実行委員長より挨拶があった。松本（埼

玉大学）氏に大会実行副委員長を依頼し、そのゼミ

の学生も含め学生総勢 40 名が働いていることが報

告され、関係者の協力に対する感謝の言葉があった。

また、飽戸理事長より、実行委員の先生方に対する

謝辞が述べられた。 

 

２．理事会・総会報告事項について 

 飽戸理事長より、本日の理事会は基本的に明日の

総会の報告の確認を中心に議事を進行したいとの申

し出があった。時間の都合により、明日の総会での

活動報告、決算報告、事業計画および予算案は事務

局がまとめて行い、理事長が新委員長を紹介するに

留めることになった。 

１）各種委員会報告 

・編集委員会 

 岩坪委員長から、本日昼休みに合同委員会を開催

し、懸案事項を話し合ったとの報告があった。 

 今泉和文誌編集委員長より、口頭で順調に発刊し

ているとの報告があった。 

 大津欧文誌編集委員長より、資料に基づいて現在

の発行状況について報告があった。また、文科省の

補助金により JST によりバックナンバーすべてを公

開したこと、この他に J-STAGE での公開が続いてお

り、7 月号がまもなく入校予定であるとの報告があ

った。 

・運営委員会 

 山岡前期運営委員長から、2005年度は資料通りの

活動を行ったとの報告があった。 

 菊地新運営委員長から、本大会時のチュートリア

ルの参加状況について、47名の参加があり、若干の

黒字となったことが報告された。総会報告は資料通

りであることが確認された。 
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・広報委員会 

 報告事項は資料通りであることが確認された。な

お、前田広報委員長からは、会報の遅れに対する報

告があり、現在、会報発刊にむけて対処しているこ

とが申し添えられた。森 WEB ページ担当委員から更

新案について、資料に基づき説明があった。吉野事

務局長から、HPに理事名、委員会の委員名について

掲載することの確認と、委員名について再確認して

ほしいとの依頼があった。 

 

３．社会調査士認定機構の法人化について 

 資料に基づき岡太担当理事より説明があった。そ

の骨子は以下の通りである。 

 5 年計画を 3 年に縮めて法人化をめざそうとして

いたが、公益法人に関する法律の施行に伴い、扱い

が変わる可能性がある。現在，法人化に向けた整備

中であり、現行法の下で社団法人化を目指す方向が

理事会で正式決定される見込みである。法人設置準

備室を機構内に作り、準備室責任者は盛山東大教授

とし、きちんとした体制をとって文科省と折衝する

予定であり、この体制下で法人化を進める。趣意書

（資料 3 枚）に関する説明があった。新体制は社会

学会が役員改選のために理事が変わってくる可能性

がある。それを待って新体制が発足する見込みであ

る。行動計量からの理事4人（3/31で任期が切れた

が，機構長から来年の法人化に当たって機構長から

留任依頼があり更に1年留任している。（吉野，杉山，

岡太，狩野）その後をどうするかの意志決定をしな

ければならないことが説明された。 

大学教育との関係の深さを示す基礎資料（高等教育

局の担当であることを示す資料1枚）、財務（負担金）

の問題、出資金等について説明があった。出資金は

5 年後に返還という合意の下（前の理事会）出資し

ているが、機構側理事会からは返還後に改めて同じ

額を出資して欲しい旨の依頼を受けている。 

 以上に関しては、役員に関しては来年の 3 月まで

に決める、出資金に関しては、とりあえず出資金を

出して貰いまた出資するかどうかは、さらに次回理

事会で検討することとした。 

 

４．その他 

１）IMPS2007の共催に関する報告を繁桝理事から説

明があった。 

２）飽戸理事長より、2007統計関連学会連合の企画

委員として狩野理事を推薦したところ、企画委員長

に選出され、もう 1 名、企画委員を推薦することに

なったとの報告があり、企画委員として足立理事が

推薦され、承認された。さらに、事務局としては 1

名推薦する必要があり、森理事が推薦され、承認さ

れた。 

３）林文組織検討委員長が、資料に基づき組織検討

委員会からの報告事項を確認した。特にシニア会員

制度の周知に努めることを強調する必要があること

から、総会で応募を募ることになった。また、選挙

に関する細則を見直す必要がある点が指摘され、組

織委員会で検討することになった。シニア会員は選

挙権が有るということが確認された。 

４）学会史編纂委員会からの報告は特になかった。 

 

５．2005年度決算について 

 2005年度決算について、馬場前事務局長より、前

回の報告では 9 円の差があることがわかり、訂正し

たとの報告があった。その監査報告については、柳

原監事より、訂正された通りで間違いない旨の報告

があった。 

 

６．2006年度事業計画、予算案について 

 吉野理事より2006年度事業計画について、各委員

長からの確認を受け、明日の総会での報告・議事の

整理を行った。次いで、予算案の説明があり，承認

された。 

 

７. 第35回大会について 

 飽戸理事長より、次回大会が村上柾勝大会委員長

のもとで同志社大学において９月 17－20 日頃に開

催する予定であるとの報告があった。なお、明日の

総会では村上次期大会委員長の挨拶があることが補

足された。 
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８．その他 

１）岡太理事より、特別セッション社会調査の現実

（今大会）の分類学会共催に対するプログラム追記

の依頼があった。この件に関しては前回承認されて

いたものであるが、事前の申し出でにもかかわらず、

プログラムに反映されておらず、分類学会会長とし

ては訂正の依頼と公的な文書を依頼する必要がある

ことが申し添えられた。これに対して丸山大会実行

委員長より、大会実行委員会として対処し、行動計

量学会からは文書での共催の取り交わしについて事

務局が対応することになった。 
２）入退会の承認をした。推薦者空欄はどうするか

について議論がなされたが、身元がしっかりしてい

るようなので問題なしと判断し、理事会で承認する

ことになった。 
３）社会調査ジャーナルを発刊する件に関して、行

動計量学会から編集委員を選んで欲しいという依頼

があったことが狩野理事より報告があった。（委員長

は東工大今田高俊先生）狩野理事が推薦され、編集

委員をお願いすることになった 
以上 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

関連学会等カレンダー 

＜学協会大会・定例シンポジウム等＞ 
 
☆第17回日本疫学会学術総会 

会 期：2007年１月26日(金)、27日(土) 

会 場：広島市南区民文化センター 

〒732-0816 広島市南区比治山本町16-27 

TEL: 082-251-4120 FAX: 082-256-8811 

照会先：事務局 財団法人放射線影響研究所 疫学部 

〒732-0815 広島市南区比治山公園5番2号 

TEL: 082-261-3294 FAX: 082-262-9768 

 

☆社会言語科学会第19回大会 

会 期：2007年3月3日（土）、4日（日） 

会 場：日本大学文理学部 

http://www.chs.nihon-u.ac.jp/index-con/info_f.

html 

〒156-8550 東京都世田谷区桜上水3-25-40 

TEL: (03)3329-1151（代表） 

※問い合わせは、ヘルプデスクまで。

jass-desk@bunken.co.jp 
 

☆数理社会学会 第43回大会 

会 期: 2006年3月3日(土),4日(日) 

会 場:九州大学 

照会先:〒810-8560 福岡市中央区六本松4-2-1 九州

大学比較社会文化研究院 三隅研究室気付 

 E-mail: kmisumi@scs.kyushu-u.ac.jp 

URL:http://wwwsoc.nii.ac.jp/jams/conferen.html 

 
☆日本感性工学会第３回春季大会 
会 期:2007年3月16日(金)-3月17日(土) 

会 場: 筑波大学 大学会館 

照会先:〒305-8577 茨城県つくば市天王台1-1-1 筑波大

学 人間総合科学研究科 感性認知脳科学専攻 感性情報学

研究室 山中敏正 

 E-mail: jskeconf@jske.org 

 URL: http://wwwsoc.nii.ac.jp/jske/ 

 
☆ネットワーク生態学研究会 第3回シンポジ



 
日本行動計量学会会報 第 111 号                                              2006 年 12 月 1 日 

 7

ウム 

会 期:2007年3月15日,16日 

会 場:中央大学 後楽園キャンパス(5号館1-2階) 

照会先: 

URL:http://www.jaist.ac.jp/~yhayashi/NetEcoG_t

op.html 

 
☆第14回「音声学セミナー」 
日  時: 2007(平成19)年3月24日（土） 13:30 -  

テーマ: 第二言語の音声学習研究と教材への応用 

講  師: 山田玲子 

（国際電気通信基礎技術研究所（ATR）主幹研究員、

神戸大学大学院客員教授）  

共  催: 神戸大学大学院総合人間科学研究科 

会  場: 神戸大学国際文化学部 F401教室 

申込み方法：下記の情報を添え，かつ件名を，「第

14回音声学セミナー申し込み」， と明記して 

onseikikaku@yahoo.co.jp へ電子メールにてお申込

み下さい。 

1) 氏名（ふりがな） 

2) 所属・職名 

3) 連絡先（自宅か勤務先かを明記，住所，電話番号，

Fax，E-mailアドレス等） 

申込先： 〒723-0053 広島県三原市学園町1-1 県立

広島大学 日本音声学会企画委員長 今泉 敏 

E-mail:onseikikaku@yahoo.co.jp 

 

☆日本発達心理学会第18回大会 
会 期:2007(平成19)年3月24日（土）～26日（月） 

会  場:大宮ソニックシティ 

〒330-8669 埼玉県さいたま市大宮区桜木町1-7-5 

照会先：大会準備委員会 

〒338-8570 さいたま市桜区下大久保255 

埼玉大学教育学部乳幼児教育講座 

TEL : 03-5520-8821 FAX : 03-5520-8820 

e-mail : jsdp18@procom-i.co.jp 

http://procom-i.co.jp/jsdp2007/ 

☆第 77 回日本衛生学会総会 
会 期: 2006 年 3月 25日(日)～28 日(水) 

会 場:大阪国際交流センター 
〒543-0001 大阪市天王寺区上本町8-2-6 
http://www.ih-osaka.or.jp/i.house/ 
TEL: 06(6772)5931, FAX: 06(6772)7600 
照会先: 第77回に本衛生学会総会事務局 
〒565-08710 吹田市山田丘2-2 大阪大学大学院医学
系研究科社会環境医学講座環境医学内(担当:中山、
大石) 
TEL: 06(6879)3922 FAX: 06(6879)3928 
URL: 
http://www.med.osaka-u.ac.jp/pub/envi/eisei77/ 
E-mail: eisei77@envi.med.osaka-u.ac.jp 
 
 
 

学会誌論文投稿先 

 学会大会で発表された研究などを、できるだけ論

文として投稿してください。お待ちしております。 
 
 

和文誌「行動計量学」 

〒206-0022 東京都多摩市聖ヶ丘 4-1-1 
多摩大学経営情報学部 
今泉 忠 
E-mail: imaizumi@tama.ac.jp  
 
欧文誌:｢Behaviormetrika｣ 

〒153-8501 目黒区駒場2-19-23 

独立行政法人大学入試センター研究開発部 

大津 起夫 

E-mail: otsu@rd.dnc.ac.jp  
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入会手続き 

 学会では新入会員を広く募っています。詳しくは、

下記までお問い合わせください。 

〒169-0075 東京都新宿区高田馬場4-4-19 

(株)国際文献印刷社内 

日本行動計量学会係 

bsj-post@bunken.co.jp 

担当：貞明靖教 

Tel.03-5389-6209,Fax.03-3368-2822 

 

日本行動計量学会会員数 

(2006年12月1日現在) 

[編集の都合により，会員数は省略いたします。次号

をご参照下さい。] 

 
日本行動計量学会Webページ 

http://wwwsoc.nii.ac.jp/bsj/index.html 
春の合宿セミナーWebページ 

http://www.bsj-spring2007.net/ 
日本行動計量学会第35回大会Webページ 

http://www.cis.doshisha.ac.jp/htsumura/BSJ2007/ 
 

 
編集後記 

 今年度は池田央先生が名誉会員に推薦され、それ

に関連して巻頭言をお願いしたところ、快くお引き

受けいただきました。本学会には、設立前から今日

まで長年にわたって多大な貢献をいただいておりま

す。先生のおっしゃるように、今後この学会が、社

会、とくに我が国の社会にどのように貢献できるか

が重要な課題であると思います。 

７月31日に、設立時からのメンバーで名誉会員の

野元菊雄先生がご逝去されました。野元先生は、編

集長をはじめとして学会の役職を歴任され、第10回

大会の実行委員長もお務めになられました。謹んで

ご冥福をお祈り申しあげます。 

本学会では65歳以上で累積20年以上在籍された

方を対象にシニア会員の制度を設けております。こ

れは条件を満たす会員本人が申請し、理事会の承認

を得て決定するものなので、条件を満たされる方は

是非とも申請されますようお願い申し上げます。 

 次回の大会は、同志社大学の京田辺キャンパスで、

恒例の春の合宿セミナーは八王子で開催されます。 

発行が遅れておりました会報も何とか次号からは

正規に発行できるめどがたちました。会員に皆様に

はご迷惑をおかけしたことを、深くお詫び申し上げ

ます。会報に掲載すべき記事などございましたら、

下記の会報原稿送付先まで、ぜひお寄せください。

よろしくお願い申し上げます。 

 
会報原稿送付先 

 皆様からの情報をお待ちしております。 

〒470-8565 愛知県豊田市白山町七曲12-33 

日本赤十字豊田看護大学 

西川浩昭 nishikawa@rctoyota.ac.jp 

TEL 0565-36-5111 FAX 0565-37-8558 

 

 

 

 

 

                                              

題字：林知己夫 

会報作成担当：前田忠彦・西川浩昭・菅野剛・田中

ゆかり・生田目崇・西山悦子・広田すみれ・行廣隆

次 


